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「
償
却
資
産
申
告
の
手
引
き
」

の
設
置
を
お
願
い
し
て
い
る
。

　

�　
ま
た
、
税
理
士
会
な
ど
の
関

係
機
関
に
働
き
か
け
、
制
度
周

知
の
拡
大
を
図
っ
て
い
る
。

質�

問
…
第
３
次
職
員
数
適
正
化
計

画
（
※
）
の
実
績
に
つ
い
て
聞

き
た
い
。

経�

営
企
画
部
長
…
組
織
の
ス
リ
ム

化
や
民
間
委
託
の
推
進
、
非
常

勤
嘱
託
員
な
ど
へ
の
変
更
、
事

務
事
業
の
見
直
し
を
行
っ
た

結
果
、
平
成
25
年
４
月
１
日
現

在
目
標
の
削
減
数
に
対
し
40

人
の
削
減
を
行
っ
た
。

質�

問
…
適
正
な
職
員
数
に
つ
い

て
、
市
長
は
ど
の
よ
う
な
見
解

を
持
っ
て
い
る
か
。

市�

長
…
職
員
の
能
力
を
高
め
な
が

ら
、
少
数
精
鋭
の
行
政
運
営
を

目
指
し
、
業
務
量
に
応
じ
た
必

要
最
小
の
人
数
で
あ
る
と
考

え
る
。
社
会
情
勢
の
変
化
等
、

常
に
見
直
し
を
行
い
な
が
ら

適
正
化
に
努
め
た
い
。

質�

問
…
今
年
度
、
本
市
が
普
通
交

付
税
の
交
付
団
体（
※
）と
な
っ

た
こ
と
に
つ
い
て
、
市
長
の
感

想
を
聞
き
た
い
。

市�

長
…
交
付
税
制
度
が
発
足
し
て

以
来
、
初
め
て
普
通
交
付
税
の

交
付
を
受
け
る
と
い
う
現
実

を
大
変
重
く
受
け
止
め
て
い

る
。

　

�　
今
後
も
厳
し
い
財
政
状
況
が

続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
が
、

選
択
と
集
中
に
よ
る
財
政
規

模
の
適
正
化
な
ど
、
さ
ら
な
る

行
財
政
改
革
に
取
り
組
ん
で

い
か
な
け
れ
ば
と
考
え
る
。

一般質問とは、市の事務や市が抱える課題等につい
て市長などにただすもので、
９月定例会では20名の議員が一般質問を行いました。
ここでは広報委員会で抜粋し、事項別に整理した一
部の内容を掲載しています。

一般質問の全文は、11月下旬作成予定の本会議録を
図書館や鎌倉市議会ホームページ内「会議録検索シ
ステム」でご覧ください。

小野田康成……「非常時における情報収集について」「障害者施設への対応について」「行財政改革について」
上畠　寛弘……「�市長の一期四年間の総括について」「職員の人材戦略と労務管理」「非常事態時の

鎌倉市民の生命と財産保護」「財政健全化」「教育と子育て」
松中　健治……「市長の政治姿勢」
岡田　和則……「まちづくり」
長嶋　竜弘……「行政運営の新たな考え方と手法について�Vol.３」
納所　輝次……「鎌倉市の防災対策について」
千　　　一……「�災害時、三姉妹都市との相互に介護者を送る覚書について」「虐待について」「河

川などの防護柵について」「波打った歩道や車道と歩道の段差が大きく幅の狭い
歩道について」「鎌倉地域にも芸術館のようなホールを」

日向　慎吾……「ごみ行政について」
前川　綾子……「教育行政について」「成年後見制度について」
吉岡　和江……「ごみ問題について」
池田　　実……「市長の政治姿勢について」
竹田ゆかり……「扇ガ谷１丁目用地活用について」「教育環境・条件整備について」
三宅　真里……「市長の政治姿勢、ごみ問題ほか」
髙橋　浩司……「鎌倉市が交付団体になった経過と今後の対策について」
中澤　克之……「文化財等について」「教育長の教育に対する姿勢等について」「市長の政治姿勢等について」
西岡　幸子……「ごみ処理行政について」
保坂　令子……「市長の政治姿勢、エネルギー政策ほか」
赤松　正博……「イコモス勧告とその後の取り組みについて」「文化財行政について」
河村　琢磨……「�市長が目指すまちづくりについて」「ICT利活用による新たな行政運営の可能

性について」「障がい者の就労と今後の取り組みについて」「鎌倉でのトライ
アスロン大会の開催について」

永田磨梨奈……「鎌倉市の街づくりについて（官民産学連携の地域力の可能性などについて）」

扇ガ谷一丁目用地の現況写真

一般
質問

本
市
に
お
け
る
文
化
財
行
政
に
つ

い
て
、
次
の
よ
う
な
視
点
か
ら
質

問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
扇
ガ
谷
一
丁
目
用
地
の
活
用
】

質�

問
…
世
界
遺
産
登
録
に
か
か
わ

ら
ず
、
市
内
で
発
掘
さ
れ
た
も

の
な
ど
を
通
し
て
、
鎌
倉
の
歴

史
を
学
べ
、
歴
史
的
文
化
遺
産

に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
施
設

が
必
要
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

文�

化
財
部
長
…
イ
コ
モ
ス
か
ら
世

界
遺
産
登
録
が
不
記
載
と
の

勧
告
が
出
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

当
初
、
世
界
遺
産
ガ
イ
ダ
ン
ス

施
設
と
し
て
予
定
し
て
い
た

扇
ガ
谷
一
丁
目
用
地
に
あ
る

建
物
を
利
用
し
て
、
出
土
遺
物

の
展
示
、
学
習
・
交
流
機
能
を

備
え
た
（
仮
称
）
鎌
倉
歴
史
文

化
交
流
セ
ン
タ
ー
の
整
備
を

計
画
し
て
い
る
。

質�

問
…
本
市
の
豊
か
な
文
化
遺
産

に
つ
い
て
、
情
報
発
信
が
で
き

る
よ
う
な
歴
史
博
物
館
も
必
要

と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

同�

部
長
…
将
来
的
に
は
扇
ガ
谷
一

丁
目
用
地
の
敷
地
全
体
を
活

用
し
、
新
た
な
発
見
、
深
い
学

び
、
情
報
発
信
も
含
め
た
施
設

と
し
て
（
仮
称
）
鎌
倉
博
物
館

を
整
備
し
て
い
く
予
定
で
あ

る
。

　

�　
な
お
、
平
成
26
年
度
か
ら
博

物
館
基
本
構
想
の
策
定
に
着

手
し
、
建
設
に
向
け
て
の
準
備

を
進
め
て
い
き
た
い
。

【
出
土
遺
物
に
つ
い
て
】

質�

問
…
昨
年
、
安
国
論
寺
の
発
掘

調
査
で
出
土
し
た
鉄
製
の
つ
ぼ

が
、棄
損
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、

家
庭
ご
み
の
戸
別
収
集
・
有
料
化

に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
質
問
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

質�

問
…
来
年
７
月
か
ら
の
全
市
実

施
を
目
指
す
家
庭
ご
み
の
戸
別

収
集
・
有
料
化
に
つ
い
て
は
、

本
年
６
月
か
ら
、
市
民
向
け
の

説
明
会
を
実
施
し
て
き
た
と
思

う
が
、
市
民
か
ら
は
ど
の
よ
う

な
意
見
が
出
て
い
る
の
か
。

環�

境
部
長
…
意
見
と
し
て
は
、
有

料
化
に
つ
い
て
一
定
の
理
解

を
示
す
も
の
が
多
か
っ
た
。

　
�　

ま
た
、
戸
別
収
集
実
施
に
係

る
多
額
の
経
費
に
つ
い
て
懸

念
す
る
意
見
や
、
一
律
に
戸
別

収
集
を
実
施
す
る
の
で
は
な

く
、
ク
リ
ー
ン
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
以
下
、「
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」）

も
継
続
し
て
ほ
し
い
と
い
う

意
見
も
多
く
出
さ
れ
た
。

質�

問
…
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
収
集
継
続

の
意
見
に
つ
い
て
、
市
は
ど
の

よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
。

同�

部
長
…
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
確

保
、
あ
る
い
は
管
理
が
う
ま
く

い
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
、

そ
の
理
由
で
あ
る
が
、
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
収
集
の
ま
ま
有
料
化

を
実
施
す
る
と
、
市
が
指
定
し

た
収
集
袋
を
使
わ
ず
に
ご
み

が
排
出
さ
れ
る
こ
と
が
懸
念

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
戸
別
収
集

を
実
施
す
る
必
要
性
が
あ
る

と
考
え
る
。
た
だ
し
、
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
収
集
継
続
の
希
望
も

多
い
た
め
、
現
在
、
特
例
的
な

対
応
が
可
能
か
検
討
し
て
い

る
。

質�

問
…
戸
別
収
集
か
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
収
集
か
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き

る
と
い
う
こ
と
か
。

同�

部
長
…
当
然
、
基
本
は
戸
別
収

集
を
前
提
に
行
っ
て
い
く
も

の
と
考
え
て
い
る
が
、
市
民
か

ら
の
要
望
に
対
し
て
、
ど
の
よ

う
な
形
で
の
対
応
が
可
能
な

の
か
、
現
在
検
討
し
て
い
る
。

質�

問
…
市
民
に
は
来
年
７
月
か
ら

の
全
市
実
施
を
説
明
し
て
い
な

が
ら
、
ま
だ
検
討
中
と
い
う
の

は
矛
盾
し
て
い
る
と
考
え
る
。

　

�　
ま
た
、
条
例
が
可
決
さ
れ
た

場
合
、収
集
車
両
の
問
題
な
ど
、

来
年
度
予
算
に
も
影
響
し
て
く

る
。
ま
だ
検
討
中
の
段
階
で
あ

る
の
で
あ
れ
ば
、
や
め
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

市�

長
…
検
討
は
、
制
度
自
体
を
変

更
す
る
と
い
う
根
本
的
な
も

の
で
は
な
く
、
い
か
に
よ
り
よ

い
形
に
し
て
い
く
か
と
い
う

も
の
で
あ
り
、
戸
別
収
集
・
有

料
化
と
い
う
方
針
は
変
え
ず
、

実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
中
で
、
市
民
か
ら
い
た
だ

い
た
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
反

映
で
き
る
か
と
い
う
検
討
は

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
る
。

質�

問
…
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
醸
成
す
る

本
市
の
行
財
政
に
つ
い
て
、
次
の

よ
う
な
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

質�

問
…
職
員
給
与
の
あ
り
方
に
つ

い
て
、
今
後
、
市
長
は
ど
の
よ

う
な
姿
勢
で
臨
む
つ
も
り
か
。

市�

長
…
こ
れ
ま
で
人
事
制
度
も
含

め
た
総
合
的
な
観
点
か
ら
検

討
し
て
き
た
。
今
後
は
新
た
な

人
事
給
与
制
度
を
構
築
す
べ

く
、
構
造
的
な
改
革
を
進
め
、

職
務
・
職
責
に
応
じ
た
処
遇
を

確
保
し
、
職
場
を
活
性
化
し
た

い
と
考
え
る
。

質�

問
…
固
定
資
産
税
に
お
け
る
償

却
資
産
へ
の
課
税
に
つ
い
て
、

本
市
財
政
に
及
ぼ
す
影
響
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

総�

務
部
長
…
市
税
収
入
済
総
額
約

３
４
５
億
３
千
万
円
の
う
ち
、

償
却
資
産
の
収
入
済
み
額
は

約
13
億
８
千
万
円
で
あ
り
、
市

税
総
額
の
約
３
・
８
％
を
占

め
、
大
変
重
要
な
財
源
の
一
つ

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

質�

問
…
償
却
資
産
へ
の
課
税
に
つ

い
て
、
認
知
度
の
低
さ
が
問
題

で
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

同�

部
長
…
償
却
資
産
の
申
告
に
係

る
周
知・啓
発
活
動
と
し
て
は
、

広
報
か
ま
く
ら
、
モ
ニ
タ
ー
広

告
の
活
用
、
公
用
車
へ
の
マ
グ

ネ
ッ
ト
広
告
等
を
行
っ
て
お

り
、
申
告
書
発
送
時
期
に
は
鎌

倉
税
務
署
、
県
税
事
務
所
等
に

そ
の
経
過
を
聞
き
た
い
。

文�

化
財
部
長
…
質
問
の
つ
ぼ
は
、

昨
年
４
月
に
同
寺
の
観
音
堂

建
設
に
伴
う
発
掘
調
査
で
出

土
し
、
資
料
整
理
の
た
め
、
発

掘
調
査
事
業
者
が
国
の
研
究

機
関
な
ど
の
助
言
に
従
い
保

管
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
昨
年
９

月
に
突
然
自
然
崩
壊
に
よ
り

破
損
し
た
。
そ
れ
以
上
崩
壊
が

進
ま
な
い
よ
う
応
急
処
置
を

施
し
、
現
在
は
、
寺
院
が
委
託

し
た
機
関
が
修
復
作
業
中
で
、

今
年
度
末
に
作
業
が
完
了
す

る
予
定
で
あ
る
。

　

�　
今
後
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な

い
よ
う
文
化
財
の
適
切
な
保

管
・
保
存
体
制
の
整
備
な
ど
を

検
討
す
る
。

質�

問
…
本
市
の
埋
蔵
文
化
財
包
蔵

地
の
発
掘
調
査
件
数
を
聞
き
た

い
。

同�

部
長
…
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
で

と
い
う
意
味
で
、
重
要
な
要
素

で
あ
る
と
考
え
る
。
今
回
の
戸

別
収
集
・
有
料
化
は
そ
う
い
っ

た
地
域
の
つ
な
が
り
を
分
断
す

る
施
策
だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

市�

長
…
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
、
地
域

の
方
々
が
顔
を
合
わ
せ
る
場

に
な
っ
て
い
る
と
い
う
点
は
、

そ
の
と
お
り
だ
と
思
う
。

　

�　
戸
別
収
集
・
有
料
化
の
実
施

に
伴
い
、
全
て
の
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
が
廃
止
に
な
る
わ
け
で
は

な
く
、
資
源
物
に
つ
い
て
は
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
収
集
を
継
続
す

る
こ
と
と
な
る
。

文
化
財
行
政
に
つ
い
て

戸
別
収
集
・
有
料
化
に
つ
い
て

行
財
政
に
つ
い
て
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※
印
の
用
語
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

第
３
次
職
員
数
適
正
化
計
画

　

平
成
24
年
度
か
ら
平
成
27

年
度
の
４
年
間
を
計
画
期
間

（
削
減
目
標
人
数
１
０
３
人
）

と
し
、
事
業
の
見
直
し
や
民

間
委
託
の
推
進
な
ど
の
さ
ま

ざ
ま
な
手
法
に
よ
り
、
職
員

数
の
適
正
化
を
図
る
も
の
。

普
通
交
付
税
の
交
付
団
体

　

所
定
の
算
定
に
よ
り
、
財

源
が
不
足
し
た
地
方
公
共
団

体
が
普
通
交
付
税
の
交
付
団

体
と
な
る
。
一
律
の
基
準
に

よ
り
算
出
さ
れ
た
普
通
交
付

税
が
国
か
ら
交
付
さ
れ
、
交

付
団
体
に
お
け
る
必
要
な
財

源
が
確
保
さ
れ
る
。

用
語
の
解
説

行
わ
れ
る
工
事
の
届
け
出
件
数

は
過
去
５
年
間
で
３
４
０
４
件
、

こ
の
う
ち
発
掘
調
査
を
要
す

る
も
の
が
１
６
２
件
で
あ
る
。

質�

問
…
発
掘
調
査
を
行
っ
て
、
年

間
ど
の
く
ら
い
の
出
土
品
が
あ

る
の
か
。
ま
た
、
未
整
理
の
も

の
が
か
な
り
あ
る
よ
う
だ
が
、

ど
の
よ
う
な
状
況
か
。

同�
部
長
…
年
間
、
整
理
箱
（
約
60

㎝
×
40
㎝
×
15
㎝
）
で
約
８
０

０
～
１
０
０
０
箱
出
土
す
る
。

ま
た
、
保
管
し
て
あ
る
約
３
万

３
０
０
０
箱
の
う
ち
、
市
で
整

理
作
業
を
行
い
、
報
告
書
を
早

急
に
作
成
し
な
く
て
は
な
ら

な
い
も
の
が
約
１
４
０
０
箱

残
っ
て
い
る
。


